THE HOUSING COMPLEX TOWN ON A HILL : YOKOHAMA CORPORATION PLACE REPRODUCTION PROJECT by 廣田 健史
丘の上の団地街 : 横浜市営団地再生プロジェクト
著者 廣田 健史
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 3
発行年 2014-03
URL http://hdl.handle.net/10114/9029
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要	 Vol.3(2014 年 3 月)	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 法政大学 
 
丘の上の団地街 
横浜市営団地再生プロジェクト 
 
THE HOUSING COMPLEX TOWN ON A HILL  
YOKOHAMA CORPORATION PLACE REPRODUCTION PROJECT  
 
廣田健史 
Kenji HIROTA 
主査	 富永譲	 	 	 副査	 下吹越武人・網野禎昭	  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
  This plan is the project of reproducing the housing complex of the Yokohama municipal 
management which exists in Yokohama, Kanagawa. Let the site be a city-owned housing 
complex in Yokodai which is a typical suburban residential area.  The town is created by 
combining the under extension built, and an extension and adding a new function at this 
place.  
  It unites with geographical feature like a hill peculiar to Yokodai, and plans a housing 
complex town which serves as a base of the circumference of this. 
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１．	 はじめに 
自身の生まれ故郷である神奈川県横浜市磯子区洋光台。
この場所は、昭和４０年頃から郊外の住宅地として開発
された。一軒屋やマンションが立ち並ぶ中、この洋光台
で特に多くの割合を占めるのが団地であった。実際に住
んでいると、緑に溢れ、日当りも良く、風通りも素晴ら
しく、夏でもエアコンがいらないような、快適さを感じ
ることができる。	 
そんな中、現代では、いわゆる団地問題が数多く指摘
されている。そんなことに疑問を持ちつつ、自身の原風
景ともいえる団地の風景を継承しつつ、現代の問題点も
解決できるような提案をしていきたい。	 
集合住宅の集合という、特殊な性質や魅力がある団地。
ただ減築していくというような、現在あるような団地再
生ではなく、もっと、団地の魅了を引き出していくよう
な提案を考えていく。	 
今回、自身の町に実際にある団地を取り上げ、団地再
生の新たな方向性というものを模索していきたい。	 
 
２．	 団地の現状 
1960 年代ごろから 1970 年代にかけて、急速に建てられ
ていった、団地とよばれる羊羹型をした建築群。その団
地が建ち始めてから、約 60 年が過ぎた現代では、建物の
老朽化や耐震性の問題、高齢化に伴うエレベーターの欠
如、街からの孤立や棟ごとの孤立など様々な問題が指摘
されている。そんな、問題を解決すべく、現代では、UR
が計画しているひばりが丘団地や建築家の青木茂氏が監
修を行った観音山団地など様々な団地再生が行われてい
る。	 
しかし、それらのどの計画でも、各棟の改修や、減築
などに留まり、団地の魅了を生かした、団地の全体性を
変えていくような提案は少ないのが現状である。	 
 
３．	 計画敷地 
敷地は神奈川県横浜市磯子区洋光台。現在この場所で
は、UR が取り組んでいる、ルネッサンス in 洋光台という
計画が行われている。この計画は建築家でも隈研吾氏が
アドバイザーをしており、主に UR が保有している洋光台
の団地の再生を目的としている。それに対して、本計画
では、UR の団地ではない、横浜市市営の団地を敷地とす
る。この団地では、市営団地特有の問題である、人が溢
れていて、戸数が足りていないという現状に直面してい
る。また、敷地の特徴として、周辺は住宅街となってお
り、商業などの施設がないことや、地形の関係で、周辺
のどの場所からも見上げるような所に位置していること
が挙げられる。そこで、今回そんな敷地の特性を生かし
た、洋光台の拠点となるような、団地街というものを計
画していく。	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４．	 計画概要	 
（１）インフラ計画 
	 高低差を利用し駐車場を地下に移動することにより、
棟間を自由に使えるようにしていく。また、敷地内へと
続く、新たなアクセスも設定し、どこからでも入ってい
ける場とする。	 
（２）棟ごと計画 
	 棟ごとに、構造補強となる鉄骨のアウトフレームをか
けていく。そのアウトフレームを二重にすることにより、
新たな機能を付加していく。	 
	 また、既存の RC 建物を二層分減築し、そこへ RC より
も軽い木造で 3〜5 層分増築する、木造置換という方法を
用いて、戸数を増やしていく。	 
この、二重アウトフレームと木造置換の増築を行うこと
により、全体を計画していく。	 
（３）全体計画 
	 地上階では回遊性、中層階では街の中核、最上階では
象徴性というように、設計のテーマを想定し、それに見
合ったプログラムを増築により新たに付加していく。	 
a) 地上階での提案	 
まず、地上階では、並木道と三本の軸を想定し、そ
れらにぶつかる既存建物部分を減築し、ピロティ空
間を創出する。これにより地上レベルに抜けを作り
出す。また、新たな機能として、カフェや保育園な
どを配置していくことで、回遊性と溜まりの空間を
作っていく。	 
b) 中層階での提案	 
中層階では、東西に広がる住棟の流れに対して、南
北に広がる、ひとつながりのテラスを設ける。その
テラスにまとわりつくように、店舗を配置していく
ことで、団地街の中核を作っていく。	 
c) 最上階での提案	 
最上階では、敷地の周縁部に、スポーツジムやレ	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
トランなどの特別な機能を配置することにより、街
の拠点となるような、象徴性を作り出していく。	 
これらの、層が重なることにより、平面的にも断面的に
も広がっていくような、活気溢れる団地街を提案する。	 
	 
５．	 おわりに 
現在も全国各地に団地が現存している。未だに様々な
問題を抱えている団地ではあるが、団地にはマンション
などとは違った、団地にしかない魅了があると考えてい
る。それを、ただ壊して、新しいものをつくる、という
ような方法ではないやり方が、まだまだあるのではない
だろうか。これからも、高齢化や建物の老朽化などはど
んどん進んでいく。そんな中で本計画が、団地再生の新
たな可能性として、指針となることを願っている。	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